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現代 英 語 の 音変 化

中 郷 安 浩

英語は ModE初期に「大母音推移」(TheGreat Vowel-Shift)と呼ばれる，

著しい音韻変化を受けたが，この変化はその時期だけに止まったわけでは決して

ない。それ以後も徐々にではあるが，定着することなく，今日まで続いて来た。

とくに今世紀に入ってからは「第二の大母音推移」とも呼べるであろう音韻変化

が RP(Received Pronunciation)内部に起りつつある。 A.C. Gimsonは An

Introduction to the Pronun"Ciation of English, London (Edward Arnold 

(Publishers) Ltd.), 1962.において，RPの新しい傾向を詳細に記述している。

また， 1964年にも Gimson は DavidAbercrombie その他の編集による In

Honour of Daniel Jones, London (Lon_gmans)において，‘‘PhoneticChange 

and the RP Vowel System" という論文を発表し， RP の傾向を母音だけ

にしほって論じている。これと同じ年，すなわち1964年に CharlesBarberは＇

Linguistic Change in Present-day English, Edinburgh & London (Oliver 

& Boyd)を著わした。これはその題名からも見当がつくように，現代イ ギリス

英語の新しい傾向を取扱ったものである。ここで新しい傾向というのは，過去数

10年 (thepast few decades)の間に標準イギ リス英語に見られる傾向の意味

である。 Barberのこの本の内容は

Linguistic Change 

Standard English and Dialect 

Changes in Pronunciation 

The Growth of Vocabulary 

Changes in Meaning 

Grammatical Changes 

という章に分けられている。中でも総154頁のうち， その約三分の一にあたる56

頁に， Changesin Pronunciationの章が割当てられており，RP，，，の新しい傾向

を知る上に実際的な好資料を提供している。この本は前述の Gimsonの An

Introduction to the Pronunciation of Englishよりも 2年遅れて出版された

ものではあるが，Barberが Gimsonのこの書物を入手した時は，時間的に自分
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の本に利用する余裕がなかったと言っており ，Barberは Gimsonのものを参ぢ

にはしていない。 Barberは RPを BBC放送のアナウンサーに多く求めている

が，それをさらに，BBCアナウンサーの中でも RPあるいは教養ある南西部英

語を話す人に限っており ，また，BBCアナウンサーだけしか用いないと思われ

る発音の例はあげていないと言っている。

それに対し，Gimsonの方は，An Introduction to the Pronunciation of 

Englishにおいて，イギリス英語の発音をまず大き <regionalと receivedに

分け，それをさらに，前者は educated,popular, modifiedに，そして，後者

を conservative,genera1, advancedに分けている。本稿は RPに関すること

を問題としているのであるから，regionalについての説明は以下省略するとし

て，RPについてさらに述べると，conservative というのは比較的年蔀者の発

音，generalは最も一般的な発音で，BBC放送で用いられているもの，そして

advancedは主として上流階級の若い年令層に用いられているものというように

分けられる。

Barberと Gimsonを比較した場合， きめの細かさという点では Gimsonの

方が遥かに程度が高いと言うことがてきる。 Barberが RPの新しい傾向として

触れているものの中には， Gimsonが advancedとしているものも相当含まれて

いるようである。別の見方をすると BBC放送のアナウンサーの中にも advanced

formを用いる者が少からずあり ，generalと advancedの差が次第になくなり

つつあると言うこともできるであろう。

Gimsonが ‘‘PhoneticChange and the RP Vowel System"て取扱って

いることであるが，RPではとくに母音には著しい変動か見られる。これは何も

Gimsonや Barberが初めて言い出した事ではない。それ以前に DanielJones 

によってもいくつか指摘されている。 Gimson は Jones か AnOutline OJ 

English Phonetics, 1956で述べた，最近3~40年間に RPとして広く行われ

るようになった主な母音の変動を次のようにまとめている。 即ち，

(i) /1, e,紀／の二重母音化＞ ［I叫 e叫記］（did, head, bad) ; 

(ii) ／ぉ／の長音化＝ ［re:] (bad, bag) ; 
1) 

(iii) ロンドン方言／J!/= [Q：：] （saw) ; 

(iv) 南部英語の／u/の平母音化＝ ［VJ (good) ; 

(v) ロンドン方言／3:/ = [X] (fur) ; 

(vi) 南部英語／3:／の／Jd/(more)及び（時には） ／U;:}/ (poor)との合体；

(vii)ロンドンでの／e1/の単母音化 ＝ [ €:] (day) ; 
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現代英語の音変化

(viii)南部英語における／ou/の第一要素＝ ［d・u] (go) ; 

(ix) / e.I, ar, au/ + Id Iの［e・d,a・d又は a：：，四又は a::](player, 
(2) 

fire, tower)への簡約化。

Gimsonゃ Barberはこれだけに止まらず， もっと広範囲にわたって，かな

り著しい母音の変動を示している。本稿は Gimsonと Barberを主たる資料と

し，それに Jonesを加えて RPにおける母音の変動の主なるものを述べること

を目的としたものである。

，，， 

/i：：／と／u：：／の二重母音化

これらはとくに語尾で [Ii],[uu]となって二重母音化されることが多い。語

尾以外にも二重母音を使う人もあるにはあるが，多いとは言えない。しかしなが

ら，この二重母音化は語尾以外の個所にも波及するであろうことは十分に予想さ

れる(03)語尾においては二重母音化は今日では全く普通で，Gimsonは語尾におい

てこれらを二重母音化せず，純粋の母音を用いることは over-cultivatedの典型
(4) 

だとしている。

/i：：, u：：／において [di弓，［au：：］といったヴァリエイシ ヨンを 用いる人達も，
(5} 

教養ある，とくに若い年令層にあるが，これは substandardとされる。

語尾の／1/> /i：：／ 

ladyゃpropertyのような語尾の無強勢音節に／I/の代りに／i：：／が聞かれ

ることは，アメリカ英語やロンドン，オーストラリア，アイルランドはじめ方言

に多くあることだが，RPでも／i：：／が好まれるようになってきている。しかし，

Barberによると，狭義の RP話者，例えば publicschool出身者からは聞か

れなし？。）その代り ，彼等は／I/を少し広げて，／e/に近く発音する。これは，
(7) 

Gimson が ， 無強勢音節で[~]と しているものに相当する。語尾に／i ：：／を用
いる RP話者は，その多くが／i：：／を二重母音化する人々である。／I/の代りに

/i：：／は，語尾ばかりでなく ，educatedspeechでも，他の場所においても よく

聞かれる。 BBCでは between,elevenを／bi::1 twi::n/,／にlevn/とすること
(8) 

がある。しかし Barberは，これは overcarefulとみなし得ると言っている。

ぼ／ の長音化

もともとは短母音である／ぉ／は，ある音声環境においては特に長音化される

傾向にある。すなわぢ／b,d, g, d3, m, n/の前では ［ぉ::]となる。 これは
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RPにおいて質的に／e/と／re/が近づいたためで，長さがその両者を判別する
(9) 

ための，補助的な distinctivefeatureとなっている。しかしながら，［四］と

いう長音を用いず，［か］という二重母音を用いる RP話者もある。

/:J:/ > [Q] 

Jonesでは舌の高さは betweenhalf-open and open,唇は betweenopen 

and close lip-rounding,両あごの開きは mediumto fairly wide となってい
(10) 

るが，近年では下あごの開きが少く ，舌が高くなって，基本母音 [3]よりも狭
(11) 

<'[o]に近い［？］あるいは [Q]に移行している。その結果，［3:］は old-
(12) 

fashioned upper-class speechの特徴となりつつある。

/A/ > [a] 

Jonesは half-openとしているが，現在は従来の [X.]よりも，かなり開いた，

前寄りの低い所で発音されるようになって，基本母音 [a]の方向に動いている。
(13) 

これには Jonesも触れていて，more"advanced’'と言っているが，現在では

広く行われていて，RPとしては，むしろこれが普通となっている。 Gimsonは

さらに詳しく ，これが明かにロンドン英語の影響であるとして，／A/が [a]と

なった結果，／a:/,語尾以外では［切となった／au/， 語尾以外で [a:]又は

[a:]となった [ar]と音質的に近くなったため，bunと barn,luckと lark;

tonと town,hullと howl,budと bowed;budと bide,punとpine,suds 

と sidesなどがお互いに似てきたと言う。その結果，／A/は従来の／3:/とは
(14) 

音質の上で近似ではなくなってきている。

Barberはこの変動は今のところまだそれほど極端にまで進行してはおらす，
(15) 

open central soundであると述べているか，これは [a]までは進行しておら

ず，Gimsonと同じく [a]と言うに等しいであろう。

/A/が [a]となったため，質的には／紀／に近くなったわけだが，hutと hat

は明らかに対立していて，これらは homophonesとは言うことが 出来ない。し

かし，hutを／hdt/,hatを／hat/としていた従来の音素表記としては，前者

を hat とし，後者を／h記t/として，／ぉ／なる音素を独立させる 必要が生じ

ーくるであろう。

無強勢音節に／a/が広がる

強勢のない母音があいまい母音化する傾向は，英語の特徴の一つとなっている。

。
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現代英語の音変化

これは20世紀に入ってから起った新しい変動では決してないのであるが，今まで

このあいまい母音化が及ばなかった所にまで追行しつつあることは事実である。

次に比較的新しいと思われるあいまい母音化の現象を調べて見る。先づ，最も一

般的なもは，／r/においてである。 problem,possible, interesting, believeは現

在では／ 1probl8m, 1 pos8bl I rntr8str!), b8 1 lirv／が普通の型で，IlproblIm, 
(16) 

1 posrbl, 1 rntrrstr!), br I lirv /とするのは保守的であると Gimsonは言う。 Jones

の EnglishPronouncing Dictionay (12th edn)では，これらのうち，problem

と possibleは／a/を最初に示して，／r/を［ ］に入れ， interestingと believe

に関しては，／a/より ／I/に frequencyを与えているが，これらも／a/に

frequencyが与えられるのは，そう遠いことではないだろう。 Barberは例とし

て system,exact, ability, corporate, become, remain, horrible, waitress, 

． 
kitchenを挙げているが，このうち，Jonesが primaryなものと して／a/とし

ているのは horribleだけで，あとはすべて／r/を最初に示し， secondaryな

ものとして exactには／e/を与え， corporateと waitressには， secondary

なものは与えていない。残りのものには［ ］に／a/を示している。Barbe_rは，

なお，BBCから聞いた women,usele~s_.~ engine I 1 wrm-an, 1 jursl8s, 1 end3dn/ 
(17) 

はいく分奇異な感じがしたと述べている。これらは Jonesにはすべて／I/とさ

れている。しかし， これらの語でも uselessを除いては， アメリカでは少くと

も奇異とは感じられないようである。 Kenyon=Knott, A Pronouncing Dzc-
...,.  

tionary of American Englishでは engineには／a／のみ， womenには／r/

と／a/を示している。
/r/が／a/にあいまい化される傾向があるとは言え， affect,effect ; allusion, 

． 
: matterd, mattedのように ambiguityillusion ; accept, except ; sitter, city ; 

9 (18) 

を生ずるものには／a/と／1/の対立を保とうとする力が働いている。ただし，

このうちでも cityを/1 srtir／というよ うに，語尾の無強勢／1/を／ir/とす

る RP話者には／a/と／I/の対立ということはあてはまらない。

その他 Barberのあげている例には， 、

/el > /di September /sdp I temb8/, implement (v) I 1 rmpl8m8nt /（これ

は名詞 implementからの類推） ； 

／ぉ／＞ ／di handicappe 
d /lhぉndrkdpt/,diplomat / 1 drpl8m8t/; enthusiast 

/rn 10u叩 st/;

/::>/ > /di boycotted I'b:::>rk8trd/, corridor I'k:::>rrdd/ ; 
/ A/ > /di sawdust ;i s:::>rd8st/, income /'tnk8m/ ; 
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(16) 

/er／又は／r/> /d/ candidate j'kぉndrd3t/
このあいまい母音化はアメリカ英語をはじめ，アイルランド英語やオーストラ

リア英語ではもっと進行しており，接尾語 -es, -ed, -nessにも及んでいる。

Barberによれば，アメリカ英語やオーストラリア英語では，minuteや dama如
(20) 

にも／a/が行われているが，これは RPではまず考られないことだと言う。

二重母音の平板化

/ar/ 

Barberはこれを mucheducated speechでは以前より後退した位置にあり ，

基本母音 [a]よりも [a]に近いところから始るので [at]と表記した方が良し

とする。しかし，Barberは自分自身この [ar]が広がりつつあるのかどうかよ
(21) 

くわからない。ただ自分にはそう聞えるだけであるとも言っている。 Jonesによ

ると／ar／の第一要素を，外国人の中にはあまりにも [a]に近く発音する人々
(22) 

があるが，それは方言的に聞えると言う。も しもこの [ar]が educatedsouth-

eastern speechで勢力を持ってきているとすれば，それはおそらくロンドン英

語の影蓉であろう。 Barberは fireのような／ar+ d/が平板化して，［aa]あ

るいは，さらに［a：：]となるという事実には触れている。ところで，Gimsonは

［ぉr]又は［ar]で表わされる／ar/は popularLondon speechでは最初の要

素が [a]又は [o]とな誓，これは Cockneyvulgarismと言えるが，教旋ある
(24) 

RP話者の間にも広く聞かれるという。 しかし， Girr,sonが RPの傾向として

見ているのは，すべての位置で／ar／が［a没］又は [a:］になるというもので

ある。そして，sigh,diehard, side ; fire, society, liable ; highest, by all 

means ; tile, trialを例としてあげ，［a勺又は [a:]として表記される／ar/
(25) 

の傾向を示しているのである。そうなると，bideと bud,signと sunの差は

僅かに長さによる違いだけという結果になるのである。すぺての位四て／ar/は

[a勺又は [a:]になるとは言え，［t］すなわち darklの前ては [r]の要素は

[a]又は [u]となって，［i]へのわたり音 (glide)となる。 例えば， pileは
(26) 

[pa内］となる。 Jonesも／art}/が ［a勺 又は [a:］となる傾向を示している

が，darklに先行する場合，例えは trialにおいては，［a・a]又は [a:］とは

ならず，［trarl]となる傾向があるが，trialの後に母音が続く場合は darklが
(27) 

表われないので，trialendedの trialは[tra没l]又は [tra・l]であると言う c

このように／ar だけでな<,/ard/も［a勺又は単に [a:］として表わされ

るようになってくると，fieと fireが homonymsという結果を生してくるし，
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現代英語の音変化

伽， fire及び farとの差異も非常に僅かということにもなる。

Jonesは／ar+ aIの［aて］となる傾向は，子音が後続する場合には特に強い

として， fiery_. society, entirely, violin, giant, hire itをあげている。ただ，

/8/が接尾語である場合，例えば， higher ゃ dyer のような場合は， ［a ~] には
(28) 

ならず， ［ar8]を使っていると述べている。

/au/ 

これは ／ar/の場合を同じことが言える。 Jonesは towerの従来の型を[taug]

で示し，これが，［a門あるいは [aT]になると言う。 Barberも同じ型で表わし

ているのだが，さらに [aて］もつけ加えている。 Barberはこの二重母音が単純

母音化するのに条件をつけており ， ／au/が／;:}/に先行する場合，すなわち

/au+g/の場合であるとする。そうなると tireと towerは [ta門又は [ta：：：］

となり ，全く見わけがつかなくなってしまう。これには表記法の問題も関係して

くる。すなわち，Barberはいわゆる broadnotationを用いているからである。
(9) 

Jones はこのような場合，［年］ を用い power を [p~ ：：：］で示す。従って tmng,

towering, ta1ring は『 ta~ rrn], [ 1 t~~rrn], 『 ta:::rr!)] で示されるが，この [ar],

[~：：：]，［a:::] は音質の上では極めて近似である。ところで， Gimson によるとこ

の二重母音の第一要素はロンドン英語やその他の方言では甚本母音 [a]又は
(30) 

［紀］に近いが， RPでは後寄りの [a]に近いというから，上にあげた Jones

ゃ Barberの [a]はすべて [a] と改めるとすれば， tiringは『ta:::rt9]のま

ま残しておくとして’ 
toweringと tarringは homophonesということになる。

Gimsonによると，すべての音声環境において／au/> [ci匁］又は [ci勺
又は［か］となる。そして，例として， cow,loud, allow ; tower, nowadays, 

coward ; now and then ; how else, now or never・; towel, foulをあげ，／au

＋母音／，また時には／au/が／a：：：／のレヴェルにまで移行し， towerと ta1; 

showerと Shah;cowardと card;さらに vowsと vase;downと darn;

loudと lardでさえも homophonesとなると言っている。さらに，単母音化が

進行すると， shire,shower, Shah ; ti~!1, towered, tarredの／at;:}/, /au~/, 
(31) 

/ar／が同じレヴェルにまで達するという 。表記法の差はあるが，JonesもGimson

も，そして Barberも同じことを言っているのである。

/ou/ 

これは20世紀になって最も著しい変化をしたもので，二重母音の第一要素が，
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極端に中央に寄り ，両唇の丸めは失われ，［かU]，さらには， とくに最近では，

あらゆる音声環境において，［a..uJ又は単に［3：：：]となる傾向が見られる。

Gimsonによればこの単母音化は， ほどな＜ generalになるであろうと述べて
(32) 

いる。 Gimsonは Introductionではすでに／;}U/を用いているのであるが，こ

の二重母音の第一要素が相当長<, /ou/と／31/の間に混同を生じ，boneと

burnが homophones になることが少くない。 特に [i] の前では／こu/ と
(33) 

/3：：：／の区別がつきにくくなるため， goalと girl;poleと pearlが homo-

phonesとなることも多い。また，／ou/が／3：：：／となり ，／3：：：／が弱められると，

slow と slurは slowupと slurup のように r-linkingによって明らかに区

別出来る場合以外にはその区別もつかなくなり ，slowと slurは homophonse

となる可能性がある。 boneの [a:］と burnの［a汀又は［谷］は，わずかの差

で区別され，また，［aゴ又は［谷］が／a:::/で表わされた場合でも barnの ／a：：：/

に retractedformを用いることによって burnとの差違を保持することが出来
(34) 

る。 しかしながら，実際問題として，bone,burn, barnは非常に似通ったもの

となることには違いないようである。

/et/ 

/er/においても，glideが短くなり，［eでI]あるいは [e:]のように平板化さ

れる。この／et/の平板化は，二重母音の平板化のうちでも最も抒しいものの

つである。方言の多くには／ou,er/の代りに／0：：,e:／を持つものが少くないが，

RPの場合には， ／ou/がいまだ／8U/の段階を脱し切っておらず，二直母音の

形を止めている時， ／ei/の平板化は相当追行していると言えよう。この傾向の

ため，menと main;edgeと age;sellと sail;tellと taleの笙は辛うじて
(35) 

[~]の長短によって支えられるということになる。

Jonesは同じ現象を [re]で表わし，これは比較的最近の傾向で，RP話者の
(36) 

間で一般化しつつあると言う。これはまた［む］にまて単母音化することもあり ，

BBC放送のアナウンサーの発音に todayを [td'dre]あるいは [t.;>'de:］とし
(37) 

うのがひんぱんに聞かれる。 Jones は [t] て表わしているが， Gimson の[~]

は [e]のopenqualityを表わすもてあるから，表記法は違っていても，同 じこ

とを述ぺているのである。

また，conversationなどの語におJる /-erJn/の／er/をsessionなどにおけ
(38) 

る／e/と質的にも凪的にも同じレヴェルにまでする人々もあろ。

eI/ + ／aIが [eTd]になることは以前から知られてはいたが，Jonesによ
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(39) 

ればこれははっきり [ed]と区別されるべきであるとされている。ところが，

Gimsonによると，／er/+ /diは［い］，［e.a]となり ，／caIと同じレヴェル
になることによって， they'reと there,layerと lairなる homophonesを生

(40) 

ずることになる。

/JI/ 

この二重母音の傾向に関しては Jonesゃ Barberは触れていないようである。

Gimsonによると，語尾では [?'1]又は［戸］，有声子音（特に [i]），あるい

は母音の前では［？て］となる。その結果， tallと toil; gnawsと noiseは似て

くるが，この応／と／JI/の対立は， 前者を［9：：]というせまい母音で発音す

ることによって区別され， coilと cJll; loyal と loll のよ うに [i〗41？前では，

/JI/ =［四と／D/は主として長さによって区別されることになる。

/3a/ 

Jonesも述べているように，（Jones自身をも含めて） RP話者に／3aIを全然

用いずに，／3て／を用いる人が多し~402) 実際， RP では／3aI はほとんど／3：：／にと
って代られたと見てよいようである。 Gimsonなどは Introductionでは／3a/

を見出しに用いず，／3：／をあげているくらいである。このように応／が従来の

/3aIの代行をするようになった結果， sore と saw;pourと paw;courtと

caughtが homophones となってしまった。 Jonesの EnglishPronouncing 

Dictionary (12th edn.）でも，すべて／3：：／が用いられ，／3aIは rareとして

［ ］の中に入れられている。

/U;}/ 

/3aIが／3：：／に完全にとって代られるようになると， ／Ud/ の第一要素を少

し低めて [3]に近いところから始めて，［ua]の代りに [3a]としても従来の

/3a／と混同を起す心配がなくなり， そのように [3a]にまで低められることに

なる。ここまでくると，前者の轍を踏むことは当然考えられることである。すで

に poor,pore, paw; sure, shore, Shawを／p::>:/'/J:):/ とする RP話者もあ

(43) 

るという。

さらに，／u/は今では／Uて／＝ ［uu]よりも， 応／＝ ［Q!:]に近いので， could
(44) 

と cord;footとfortはかなり近似値ということになる。
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/rd/ 

hear, dearのように，とくに語尾において，二重母音／Ia／の第二要素の

sonorityが高くなり，／I-d/のように二音節となって，それが，強くなると，

/3:／又は／A/あるいは／a:／とさえなることがある。その結果，hear,dearは
(45) 

それぞれ／hj3r, dj3:／又は／hjar= [90:], dja:／となる。 これらのうち，

Gimsonは／a：／を affectationとしているが，事実の上では，RP話者に／a:／

を持つ人は多いようである。

/rd/はある音声環境では／ea／と同一になることがある。無声子音あるいは

[t]に終る音節では／Id/と／caI の対立はなくなり ，really も rarely も
(46) 

[lreah]という homophonesとなる。しかし，これは rarelyを[1 redI]とし

た場合には解決される問題である。

/e~/ 

これは [e勺又は五？］で表わされるが， non-final の音節では， ［e ~J とな

ることがある。例えば，careful, rarelyは『ke:£1]，『re:lr]とされる。そう

なると，現実には［記］又は［四門として実現される／ぉ／と音質の上で似て

きて，advancedRPでは，bared,fared, pairedが bad,fad, padとまぎら

わしくなり，さらに，／er/+ /e/とも似てくることになり，layered, laird, 
(47) 

ladの区別が困難となる。
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/3:／と／D／

cross, toss, soft, off, often, cloth, broth, frost等における／f,0, s/に先行

する 0は／3:／又は／D/の両形を有するが，比較的若い年令層の間ては／D/が

圧倒的に優勢となりつつある。これはなにも今世紀になって現われ始めたもので

はなく 2世紀前から／3:／と／D/が平行して行われて来たものて，単に／D/の

方が好まれるようになったに過ぎない。また，／f，0,s／に先行する 0だけが／D／

になるわけではない。例えは Gimsonの言うように，Autralia,Austriaのよう

に auにおいても／D/が好まれるようになっている。しかし，faultゃ saltに

おいては／3:／が好まれている。

horse, fourth, sauceなどにおし）ては／f，0,s／に／3:／が先行するとは言っ

ても，／D/になることは決してない。
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/ju:/ > /u：：／ 
これは 16-7世紀以来の現象で，20世紀に新しく起ったものではなく ，chew,

Tune, rule, blueのように ／tS,d5, r／及び子音＋ ／1/の後ではすでに早くか

ら ／U'!'.／が用いられており ，その他の位置では music,pew, due, hugeのよう

に ／ju：：／が残った。中には ／ju:／と／u：：／の両形が聞かれるものがあり ，／u-::/

の勢力が拡がったのはこの形のものである。 Barberによると，

/s/の後 ：suit

/0/の後 ：enthusiasm

/z/の後 ：resume

initial /1/の後 ：lute

無強勢母音の先行する medial/1/の後 ：absolute

ちなみに， Jones, English Pronouncing Dictionary, 1963, 12版によれば，

上例のうち，／ju：：／を先行させているものは suit,euthusiasm, resumeであり ，

/u：：／を先行させているものは lute,absoluteであり ，後二者においては／ju：：／が

すでに lessfrequentになっていることがわかる。この変化はイギリスよりもア

メリカにおいて著しいという事はあまりにも有名な事実である。

以上のように，RP母音の変動について十分言いつく したとは言えないが，主

なものには一応触れてみたつもりである。現在の段階で，RP母音が，以後どの

ような経過をたどるであろうかを予想することは少々危険ではあるが，その危険

を敢えて冒すとすれば，二重母音が単音化するという傾向から見て，長さ，すな

わち quantityが distinctivefeatureとして重要な位置をしめるであろうとい

うことが言えるであろう。音質の上ではすでにいくつかの homophonesを生じ

てきている。アメ リカ英語との差は今のところますます広がって行くようである。

そして， 綴字を発音に一致しない点が多いという英語の notorityはますます助

長されることになるようである。

註

(1) ［¥,］ は openq叫 ityの記号。 すなわち ［9：：]は [O!]よりも広い音をあら

わす。

(2) A. C. Gimson, "Phonetic Change and the RP Vowel System", In 

Honour of Daniel Jones, London (Longmans), 1964, P・ 133. 

(3) Charles Barber, Linguistic Change in Present-day English, Edinburgh 

-i45- (1071) 



& London (Oliver & Boyd), 1964, pp. 44-45. 

(4) A. C. Gimson, An Introduction to the Pronunciation of English, 

London (Edward Arnold (Publishers) Ltd.), 1962, p. 95. 

(5) Barber, op. cit., p. 45. 

(7) Gimson, Introduction, p. 97. 

(6) Gimson, op. cit., p. 101. 

(10) Daniel Jones, An Outine of English Phonetics (9th edn.), Cambridge 

(6) Barber, op. cit., p. 46. 

(8) Barber, op. cit, p. 47. 

(W. Heffer & Sons Ltd.), Maruzen rept., 1960, p. 79. 

(11) Gimson, op. cit., p. 108. (12) Barber, op. cit., p. 42. 

(13) Jones, op. cit., p. 86. 

(15) Barber, op. cit., p. 42. 

(17) Barber, op. cit., p. 49. 

(19) Barber, op. cit., p. 49. 

(21) Barber, op. cit., p. 42. 

(14) Gimson, "Phonetic Change", p.136. 

(16) Gimson, Introduction, p. 97. 

(18) Gimson, op. cit., p. 97. 

(20) Barber, op. cit., p. 49. 

(22) Jones, op. cit., p. 105. 

(23) Gimson, op. cit., p._ 125.(24) Gimson, op. cit., p. 134. 

(25) Gimson, op. cit., p. 124. (26) Gimson, op. cit., p. 124. 

(27) Jones, op. cit., pp. 106-7. (28) Jones, op. cit., p. 106. 

(29) ［＿］は retractedq叫ity をあらわす。すなわち [~] は [a] よりも奥の音。

(30) Gimson, op. cit., p. 131. (31) Gimson, "Phonetic Change", pp. 134-5. 

(32) Gimson, Introduction, p. 85. 

(33) ロンドン英語やその他の方言に見られることであるが，milkが [mruk]と

なるように，［i]か glideとなり，［u]と混同を起すことを言う。

闘 Gimson,"Phonetic Change", p. 134. 

(3G) Jones, op. cit., p. 100. 

(37) Jones, The Pronunciation of English (4th edn. revised and enlarged 

閲 Gimson,ibid. 

with further corrections), Cambridge (University Press), 1963. 

(38) Gimson, op. cit., p. 134. 

(40) Gimson, op. cit., p. 134. 

(42) Jones, o P. cit., p. 116. 

(39) Jones, Outline, p. 101. 

(41) Gimson, op. cit., p. 135. 

(43) Gimson, op. cit., p. 134. 

(44) Gimson, op. cit., p. 134. (45) Gimson, Introduction, p. 137 

{46) Gimson, "Phonetic Change", p. 135. (47) Gimson, ibid. 

ィ

T尉

。

見

4
ヨ
バ

剪

f・
し

1

、/
A

蘭

例

'

↑
し

観

け

必

り

多

＼
 
,
1
 

、0
,
9
,
＇ 

り

Cl 072) -146-




